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アドミッションセンター年報 第２号（2022年度版）の刊行にあたって 

理事・副学長（教育担当） 今井田 克己 

 
香川大学アドミッションセンターは，向学心旺盛な学生を継続的に確保することを目

的として，2005（平成 17）年 4月に設置されました。これまで，入学者選抜方法
の改善，学生確保に係る広報活動等にスタッフ一同取り組んでまいりました。アドミッショ
ンセンター年報は，昨年度，アドミッションセンター長に新たに就任した竹内正興センタ
ー長のもと，１年間のアドミッションセンターの活動を取りまとめたもので，昨年度にその
第１報を報告しましたが，今年度もその第２号を刊行することができました。 
現在，日本を取り巻く世界は複雑，かつ，高度化しており，このような社会で生き

抜く人材を育成することが香川大学に課せられた使命であると考えます。この中で，アドミッションセンターは，「知
識・技能」，「思考力・判断力・表現力」，「主体性・多様性・協働性」の学力の３要素を明確にした入学者受
入方針（アドミッション・ポリシー）を策定し，多面的・総合的に評価できる入試改革を進め，優秀な人材を安
定的に確保する仕組みを構築する役割が求められています。今年度は，新たな取り組みとして，より優れた資
質・能力を有する多様な入学者を受け入れるため，国内外の有力大学が採用している「国際バカロレア選抜」を
四国地方の国立大学では初めて実施し，入学者を受け入れることとなりました。また，2024（令和６）年度よ
り，香川大学の使命である地域社会に求められる人材育成を一層推進するため，教育学部の入試（学校推
薦型選抜Ⅰ）において香川県内で教員になることを希望する方を対象とした「香川県教員希望枠」を新たに導
入します。 
このように，アドミッションセンターでは入試改革や改善を進めていますが，一方で，急速な受験人口減少への

対応が急務となっています。2022 年の 18 歳人口は約 112 万人ですが，2022 年の出生数は 80 万人を下
回ると言われており，入学者選抜のパラダイム転換が求められています。この大幅な受験人口減少期に対して，
アドミッションセンターが果たすべき役割はますます大きくなっているといえます。 

2020 年以降の新型コロナウイルス（COVID-19）の蔓延により，今年度も対面による授業や入試広報活
動が制約を受けました。しかし，本学ではできる限り対面による授業や入試広報活動を実施してまいりました。一
方で，対面形式と並行してオンラインを活用するメリットも見えてきました。今後は，これまでの活動の効果を検証
しながら，先入観や既成概念などにとらわれない姿勢で思考・行動し，アドミッションセンターの活動を活性化させ
ていきたいと考えております。 
入試制度，入試広報などについて改革や改善に関してのご意見やご要望がありましたら，アドミッションセンター

までご連絡ください。今後とも皆様には，一層のご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 
 

2023年３月 



香川大学アドミッションセンターの概要 
  
香川大学アドミッションセンターは，更なる少子化を迎えるにあたり，地域ニーズに配慮した多様な判定基準に

基づく入試方法の開発を目指すとともに，効率的な入試体制を構築するための調査研究を行うため，2005
（平成 17)年 4月に設置されました。当センターでは，主に，以下の業務を実施しています。 
 
(1) 入学者選抜方法の改善等に係る調査研究に関すること。 
(2) 学生募集に係る広報活動及び調査研究に関すること。 
(3) 入学者選抜試験及び大学入学共通テストの実施に関すること。 
(4) 入学者選抜試験の全学的調整に関すること。 
(5) 大学教育と高等学校教育との連携に関すること。 
(6) 四国地区国立大学連合アドミッションセンターに関すること。 
(7) その他センターの目的を達成するために必要な業務に関すること。 
（香川大学アドミッションセンター規定 第３条より抜粋） 

 
アドミッションセンターの組織 
 
センター長，副センター長，担当事務補佐員で構成されています。また，担当事務補佐については，担当事

務補佐員だけでなく，入試課長，入試課長補佐をはじめとする入試課の全職員が補佐してくれています。 
 
アドミッションポリシー（入学者の受入れに関する方針） 
 
香川大学は「世界水準の教育研究活動により，創造的で人間性豊かな専門職業人・研究者を養成し，地

域社会をリードするとともに共生社会の実現に貢献する」という大学の理念にふさわしい学生を求めています。各学
部の具体的なアドミッションポリシーは，入学者選抜要項，学生募集要項に記載しています。また，アドミッション
センターのホームページ（https://www.kagawa-.ac.jp/faculty/centers/25551/）から閲覧することがで
きます。 

 



 

 

 

Ⅰ 活 動 報 告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



全学的入試改革－国際バカロレア選抜の導入 
 
(1) 導入にいたった背景 
 

21 世紀は，「知識基盤社会」の時代であると言われています。知識には，国境がなくグローバル化
が進むとともに，その進展はパラダイムの転換が伴うことが多く，幅広い知識の獲得とともに，課題を設
定しその課題に対して，柔軟な思考に基づき解決する力が求められています。香川大学では，こうした
時代にあって，地域の知の拠点として地域の活性化から地球規模の課題に至る課題解決型人材の
育成を目指していますが，今後はこれまで以上に，自ら課題を設定し，あらかじめ決まった正解のない
問題に解を見いだし，他者と協調しつつ，実現力や主体的に学び考える力などを備えた人材育成が
喫緊の課題となると考えます。 
国際バカロレア教育は，主体的に学び考える力，コミュニケーション能力や異文化を受容する力，

論理的思考力，課題発見・解決能力などを育成する有益なプログラムであり，国際バカロレア資格
取得者は，21 世紀を生き抜くための上記の能力・資質等を備えていると考えられます。こうした認識の
もと，香川大学では，21 世紀社会を生き抜く人材を育成するための新たな入学試験として，国際
バカロレア選抜を 2023（令和５）年度入試より全６学部で導入することを 2022（令和４）年２
月に決定し，2023（令和５）年度入試において初めて実施しました（入学者選抜実施状況は
（３）③に記載）。 

 
(2) 導入によって期待される効果 
 

・ 批判的思考力，議論する力，学びへの主体性，コミュニケーション力等，これまでとは質の異な
る学生の受入による一般学生に対する学びへの触発 

・ 英語力の高い学生の入学者に占める割合の増加 
 

(3) 入学者選抜方法の概要（2023 年度入試） 
 
① 実施学部 

全学部全学科 
教育学部，法学部，経済学部，医学部医学科，医学部看護学科，医学部臨床心理学
科，創造工学部，農学部 
 

② 募集人員 
全学部全学科：若干人 

 
③ 入学者選抜実施状況 

志願者数：１人（経済学部） 
合格者数：１人（経済学部） 
入学者数：１人（経済学部） 

 



 
 

第 １回 F D ・ S D 講 演 会 
「高等学校の新教育課程に対応した大学教育と大学入試を展望する」 

  

(1) 実施の狙い 

 
高等学校での新教育課程が 2022 年４月からスタートした。この新教育課程を学んだ生徒たちは

３年後の 2025 年４月に大学に入学する。学生を受け入れる側の私たち大学教職員は，この高校
１年生から始まっている新教育課程の変更内容や，高等学校が高校卒業時に身につける資質・能
力などをどのように設定し取り組んでいるかについて把握し，高校教育と大学教育の接続について積極
的に議論する機会を設けていくことが必要であり，教育学部の先生方と相談しながら本講演会を企
画した。 

 
(２) 実施日時 
 

２０２２年７月２７日（水） 午後４時３０分～６時  
  
(３) 開催場所 
 

Teams によるオンライン開催（新型コロナウイルス感染拡大防止のため）。 
講師の先生方，今井田理事，野﨑教育学部長，アドミッションセンター・入試課の教職員は香
川大学幸町キャンパス本部棟４階会議室より参加。 

 
(４) 講演会の概要 
 

開会の挨拶 香川大学 今井田克己理事（教育担当）・副学長 
 
講演①    「高等学校の特色化・魅力化～スクールポリシーを中心に～」  
香川大学教育学部 豊島 修准教授  
 
講演②    「高大接続改革の現況とこれからの大学教育」  
香川大学教育学部 小方 直幸教授   
 
講演③    「高等学校の新教育課程と大学入試」  
香川大学アドミッションセンター 岡本 崇宅准教授   
 
質疑応答／総合討論 進行 香川大学 竹内 正興アドミッションセンター長・教授  
 
閉会の挨拶 香川大学 野﨑 武司教育学部長 

 
 
(５) 参加者     香川大学教職員９３名 
 
(６) 成果  実施後に参加者からいただいた声（電話・メール等） 
 

・政策上の理想と、現実の間で、大学として的確・最善の準備をしなければならないと感じた。 
・高校（特に普通科進学校）は日々忙しい中で，改革と進路保証（入試対応）を並行して進め   
ていかなければならないことがわかった。 

   



 
 
講演① 豊島先生のご講演資料（表紙） 

 
 
講演② 小方先生のご講演資料（表紙） 

 
 
 



アドミッションセンター主催 入試研究会 
「国立大学の入試・教育改革事例から今後の大学入試と教育を展望する」 

  

(1) 実施の狙い 

 
香川大学の入試改革の検討を進めるにあたって，併願関係が強い岡山大学の入試改革の動向

を把握しておくことは極めて重要である。その岡山大学の入試改革について，これまでに公表された入
試改革（総合型選抜や学校推薦型選抜の充実，一般選抜前期日程一本化，国際バカロレア選
抜の充実等）を中心に，改革の狙いやこれまでの成果等についてご講演いただくことで，最新の情報
を得る機会として本研究会を企画した。 

 
(２) 実施日時 
 

２０２２年９月９日（金） 午後１時３０分～３時  
  
(３) 開催場所 
 

Teams によるオンライン開催（新型コロナウイルス感染拡大防止のため）。 
講師の先生方，今井田理事，アドミッションセンター・入試課の教職員は香川大学幸町キャンパス
本部棟４階会議室より参加。 

 
(４) 講演会の概要 
 

開会の挨拶 香川大学 今井田克己理事（教育担当）・副学長 
 
講演    「岡山大学における入試・教育改革の現在地－今後の入試と教育を展望するー」 
岡山大学副学長（入試・教育改革）／教学企画室 田中 岳教授  
岡山大学教育推進機構 小山勝樹ユニバシティ・アドミッション・アドミニストレーター 
 
質疑応答／総合討論 進行 香川大学 竹内 正興アドミッションセンター長・教授  
 
閉会の挨拶 香川大学 岡本 崇宅アドミッションセンター副センター長・准教授 

 
 
(6) 参加者 
 

香川大学教職員３５名 
 
(7) 成果  実施後に参加者からいただいた声（電話・メール等） 
 

・アドミッションポリシー，カリキュラムポリシー，ディグリーポリシーを一体的にルーブリックを作成している
点が印象に残った。 
・各入試区分によって，どのような人材を求めているのかについて直接話を聞くことができてよかった。 
・SDGs 入試という名称の意味がよくわかった。 
・国際バカロレア選抜を実施してきた中での成果と課題を聞くことができて参考になった。 

   
 
 



講演 田中先生のご講演資料（抜粋） 

 

 
 

 



 

アドミッションセンター主催 香川大学入試改革フォーラム 
「北海道大学の入試改革から今後の大学入試を展望する」 

  

(1) 実施の狙い 

 

香川大学の入試改革の検討を進めるにあたって，北海道大学が 2011（平成 23）年から導入
した大括り入試（総合入試）や， 2021（令和 3）年度入試から総合型選抜で取り入れられたコ
ンピテンシー評価は，入試を通じて高校と大学だけでなく，大学と社会までをつなぐことが目指されてい
る。このような入試改革の背景と効果，課題などに対する理解を深めることで，より良い入試のあり方
について高校の先生方と意見交換する。 

 
(２) 実施日時 
 

２０２３年３月１６日（木） 午後３時～４時３０分 
  
(３) 開催場所 
 

香川大学幸町キャンパス 研究交流棟 第 1 講義室（対面形式での開催） 
 
(４) 講演会の概要 
 

開会の挨拶 香川大学 今井田克己理事（教育担当）・副学長  
 
講演    「入試を通じた高大社の接続による創造的社会の実現を目指して」 
北海道大学高等教育推進機構 池田文人教授 
 
情報提供 「香川大学 2025（令和７）年度入学者選抜について」 
香川大学 竹内 正興アドミッションセンター長・教授  
 
質疑応答 
 
閉会の挨拶 香川大学  岡本 崇宅アドミッションセンター副センター長・准教授  

 
 
(５) 参加者 

 
香川県の高校教員 ２３名 

 
(６) 成果  参加した高校の先生からいただいた声（実施後アンケートより） 
 

・北海道大学池田先生の講演で，現在の大学教育への理解を深めることができた。 
・北海道大学池田先生の講演で，探究学習に対する大学の先生の考え方を知ることができ，参考    
になった。 
・香川大学の入試の変更点について，新年度がはじまる前に具体的に知ることができた。 

 



 

池田先生のご講演資料（抜粋） 



各学部の入試改革支援 
  
講演会の実施概要  

 
(1) 実施の目的 
  

全学的な立場から，各学部の入試改革の推進を支援する。 
 
(2) 2022 年度 講演会開催実績 
 

① 法学部 
日時：2022 年６月 15 日（水） 
演題：2025 年度入試の教科・科目の取扱いについて 
内容：新学習指導要領での入試となる 2025年度入試の教科・科目設定の内容と動向，お
よび，今後の検討スケジュールについて説明を行った。 
 

② 農学部 
日時：2022 年 10 月 13 日（木） 
演題：2022 年度新入生アンケート結果と 2025 年度入試の最新動向 
内容：香川大学農学部の入学者について，アンケート結果より，「受験を決めた理由」，「受
験決定で影響を受けた人」，「情報の入手ルート」，「オープンキャンパスの参加状況」の特徴に
ついて過年度比較を中心に報告した。また，新学習指導要領での入試となる 2025 年度入試
の教科・科目設定の動向について，他の国立大学の事例を中心に説明を行った。 

 
     



募集 志願倍率 受験倍率 競争率

人員 Ｂ/Ａ Ｃ/Ａ Ｂ/Ｄ
総合 10 30 3.0 30 3.0 11 0 2.7 11
推薦 34 149 4.4 149 4.4 34 0 4.4 34
前期 91 196 2.2 172 1.9 100 0 2.0 96
後期 25 184 7.4 51 2.0 28 0 6.6 26
計 160 559 3.5 402 2.5 173 0 3.2 167

推薦Ⅰ 10 31 3.1 31 3.1 14 0 2.2 14
推薦Ⅱ 30 126 4.2 126 4.2 40 0 3.2 40
前期 75 221 2.9 188 2.5 85 0 2.6 74
後期 35 242 6.9 67 1.9 41 0 5.9 27

※私費 若干人 ※ 5 ※ 5 ※ 0 0 ※ 0
計 150 620 4.1 412 2.7 180 0 3.4 155

社会人 10 7 0.7 6 0.6 5 0 1.4 5

計 10 7 0.7 6 0.6 5 0 1.4 5

推薦 40 157 3.9 157 3.9 54 0 2.9 54
前期 75 221 2.9 188 2.5 85 0 2.6 74
後期 35 242 6.9 67 1.9 41 0 5.9 27

夜間主 10 7 0.7 6 0.6 5 0 1.4 5
※私費 若干人 ※ 5 ※ 5 ※ 0 0 ※ 0

計 160 627 3.9 418 2.6 185 0 3.4 160
推薦Ⅰ 50 134 2.7 134 2.7 53 0 2.5 53
推薦ⅡA 40 133 3.3 133 3.3 41 0 3.2 41
推薦ⅡB 5 17 3.4 17 3.4 5 0 3.4 5
前期 110 330 3.0 276 2.5 140 0 2.4 129
後期 35 274 7.8 82 2.3 35 0 7.8 27

※私費 若干人 ※ 8 ※ 8 ※ 2 0 ※ 1
計 240 888 3.7 642 2.7 274 0 3.2 255

社会人 10 15 1.5 14 1.4 9 0 1.7 8

計 10 15 1.5 14 1.4 9 0 1.7 8
推薦 95 284 3.0 284 3.0 99 0 2.9 99
前期 110 330 3.0 276 2.5 140 0 2.4 129
後期 35 274 7.8 82 2.3 35 0 7.8 27

夜間主 10 15 1.5 14 1.4 9 0 1.7 8
※私費 若干人 ※ 8 ※ 8 ※ 2 0 ※ 1

計 250 903 3.6 656 2.6 283 0 3.2 263
推薦 30 91 3.0 91 3.0 30 0 3.0 30
前期 79 520 6.6 267 3.4 79 2 6.6 79

※私費 若干人 ※ 1 ※ 1 ※ 0 0 ※ 0
計 109 611 5.6 358 3.3 109 2 5.6 109

総合 25 129 5.2 129 5.2 27 0 4.8 27
前期 35 61 1.7 51 1.5 37 0 1.6 36
計 60 190 3.2 180 3.0 64 0 3.0 63

前期 20 54 2.7 54 2.7 22 0 2.5 22
計 20 54 2.7 54 2.7 22 0 2.5 22

推薦 30 91 3.0 91 3.0 30 0 3.0 30
総合 25 129 5.2 129 5.2 27 0 4.8 27
前期 134 635 4.7 372 2.8 138 2 4.6 137

※私費 若干人 ※ 1 ※ 1 ※ 0 0 ※ 0
計 189 855 4.5 592 3.1 195 2 4.4 194

総合 45 120 2.7 120 2.7 49 0 2.4 49
推薦 47 131 2.8 131 2.8 48 0 2.7 48
前期 183 628 3.4 570 3.1 208 1 3.0 194
後期 55 299 5.4 137 2.5 61 1 4.9 49

※私費 若干人 ※ 5 ※ 5 ※ 4 0 ※ 3
計 330 1,178 3.6 958 2.9 366 2 3.2 340

総合 25 54 2.2 54 2.2 32 0 1.7 32
推薦 20 47 2.4 47 2.4 24 0 2.0 24
前期 105 305 2.9 265 2.5 108 0 2.8 92

※私費 若干人 ※ 7 ※ 7 ※ 6 0 ※ 5
計 150 406 2.7 366 2.4 164 0 2.5 148

推薦 266 859 3.2 859 3.2 289 0 3.0 289
総合 105 333 3.2 333 3.2 119 0 2.8 119
前期 698 2,315 3.3 1,843 2.6 779 3 3.0 722
後期 150 999 6.7 337 2.2 165 1 6.1 129

夜間主 20 22 1.1 20 1.0 14 0 1.6 13
※私費 若干人 ※ 26 ※ 26 ※ 12 0 ※ 9

計 1,239 4,528 3.7 3,392 2.7 1,366 4 3.3 1,272

総合計 1,239

※を付した数字は，私費外国人留学生選抜で外数である。
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                                   ２０２２年度　香川大学　入試実施結果 2022年4月1日

学
部

区分
募集内訳 志願者数 受験者数 合格者数



学部 区分 募集人員 志願者数 入学手続者 実入学者

 幼児教育コース 4 2 2

 小学校教育コース 10 2 2

 中学校教育コース 8 3 3

若干人 22 7 7

法学部（昼） 10 29 4 4

法学部（夜） 若干人 1 1 1

10 30 5 5

経済学部（昼） 20 39 14 14

１次 ２次 1次 最終

11

(内追加６　)

8 3 3

10 6 6

創造工学部 4 2 2

《推薦》 15 3 3

《一般》 10 3 3

5 1 1

4 2 2

20 56 20 20

創造工学部 0 0 0

0 0 0

若干人 0 0 0

20 56 20 20

農学部 若干人 10 3 3

65 237 57 54合計 226 88

小計①＋② 52 32

　応用生物科学科 10 6

（イノベーション
創造型連携教育

プログラム）

機械システムコース 0 0

小計② 0 0

情報通信コース
若干人

0 0

先 端 マ テ リ ア ル 科 学 コ ー ス 4 4

小計① 52 32

情 報 通 信 コ ー ス 10 5

機 械 シ ス テ ム コ ー ス 5 3

7

防 災 ・ 危 機 管 理 コ ー ス 4 3

情報システム・セキュリティコース 13 7

24 26 8 5

造 形 ・ メ デ ィ ア デ ザ イ ン コ ー ス

20
（推薦含む）

7 3

建 築 ・ 都 市 環 境 コ ー ス 9

医学部

　※

　医学科 5 80 77

小計 30 11

　経済学科 36 20

　法学科 29 10

　法学科 1 1

3

7 3

小計 21 8

２０２２年度　香川大学編入学学生選抜試験実施状況

2022年4月1日

受験者数 合格者数

教育学部

　学校教育
 教員養成課程

若干人

4 2

10
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入学者出身高校等所在地都道府県一覧 
１－１．全学部計・５カ年推移（表） 

 
注）その他は，大検又は高等学校卒業程度認定試験及び外国人留学生を表す。なお，2021（令和 3）年度のその他 6 の中の 1 につ

いては，2020（令和 2）年度入試により合格した外国人留学生で新型コロナウイルス感染症の影響により入学が 2021（令和 3）年

度となったものである。 

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 R04
H30年度 H31年度 R02年度 R03年度 R04年度 割合（累積）

1 香川 338 363 361 361 371 29.0% 10
2 岡山 356 334 289 315 297 23.2% 52.2% -18 
3 兵庫 102 114 105 104 111 8.7% 60.9% 7
4 愛媛 99 97 83 100 84 6.6% 67.4% -16 
5 徳島 78 65 79 66 65 5.1% 72.5% -1 
6 広島 51 56 58 48 51 4.0% 76.5% 3
7 大阪 35 38 51 37 44 3.4% 79.9% 7
8 高知 35 18 31 37 35 2.7% 82.7% -2 
9 静岡 5 7 6 11 25 2.0% 84.6% 14

10 京都 31 17 14 18 21 1.6% 86.3% 3
11 愛知 14 10 15 19 18 1.4% 87.7% -1 
12 鳥取 15 12 16 20 13 1.0% 88.7% -7 
13 東京 7 7 6 4 10 0.8% 89.5% 6
14 島根 17 20 11 11 9 0.7% 90.2% -2 
14 三重 10 9 16 7 9 0.7% 90.9% 2
14 和歌山 6 8 10 6 9 0.7% 91.6% 3
17 長崎 4 5 7 11 8 0.6% 92.2% -3 
18 福岡 7 6 6 13 7 0.5% 92.7% -6 
18 山口 10 8 5 7 7 0.5% 93.3% 0
18 長野 4 2 4 4 7 0.5% 93.8% 3
21 沖縄 4 2 1 8 6 0.5% 94.3% -2 
21 奈良 7 9 7 5 6 0.5% 94.8% 1
23 岐阜 5 7 7 8 5 0.4% 95.2% -3 
23 北海道 1 2 4 6 5 0.4% 95.5% -1 
23 大分 5 5 5 4 5 0.4% 95.9% 1
23 鹿児島 3 4 5 3 5 0.4% 96.3% 2
27 埼玉 4 3 4 0.3% 96.6% 1
27 石川 1 2 2 4 0.3% 97.0% 2
27 福井 1 3 4 1 4 0.3% 97.3% 3
30 千葉 1 4 4 5 3 0.2% 97.5% -2 
30 富山 2 3 3 3 3 0.2% 97.7% 0
30 群馬 3 1 3 0.2% 98.0% 3
33 熊本 1 4 4 2 0.2% 98.1% -2 
33 神奈川 3 1 6 3 2 0.2% 98.3% -1 
33 佐賀 2 5 4 2 2 0.2% 98.4% 0
33 栃木 1 2 2 2 2 0.2% 98.6% 0
33 滋賀 4 7 10 1 2 0.2% 98.8% 1
33 宮崎 2 6 7 1 2 0.2% 98.9% 1
39 茨城 1 2 1 3 1 0.1% 99.0% -2 
39 青森 1 1 0.1% 99.1% 0
39 岩手 1 1 0.1% 99.1% 0
39 福島 1 1 0.1% 99.2% 1
宮城 2 -2 
新潟 1 1 1 -1 
山梨 2 3 1 -1 
山形 1
秋田 2
その他 10 14 10 6 10 0.8% 100% 4
合計 1287 1279 1262 1275 1280 5

R04
割合

R04-03
人数差



１－２．全学部計・5カ年推移（グラフ） 

 

注）2022（令和４）年度 入学者 10 人以上の府県を記載。 

  

香川 岡山 兵庫 愛媛 徳島 広島 大阪 高知 静岡 京都 愛知 鳥取 東京

H30年度 338 356 102 99 78 51 35 35 5 31 14 15 7

H31年度 363 334 114 97 65 56 38 18 7 17 10 12 7

R02年度 361 289 105 83 79 58 51 31 6 14 15 16 6

R03年度 361 315 104 100 66 48 37 37 11 18 19 20 4

R04年度 371 297 111 84 65 51 44 35 25 21 18 13 10
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２－１．教育学部・５カ年推移（表） 

 

 

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 R04

H30年度 H31年度 R02年度 R03年度 R04年度 割合（累積）
1 香川 76 79 82 78 82 49.1% 4
2 岡山 47 45 35 44 44 26.3% 75.4% 0
3 兵庫 4 8 4 11 11 6.6% 82.0% 0
4 徳島 5 10 12 12 10 6.0% 88.0% -2 
5 愛媛 8 5 13 4 5 3.0% 91.0% 1
6 高知 5 1 4 3 4 2.4% 93.4% 1
7 広島 3 4 4 6 3 1.8% 95.2% -3 
8 鳥取 1 2 2 2 1.2% 96.4% 0
9 東京 1 1 0.6% 97.0% 0
9 静岡 1 1 0.6% 97.6% 0
9 山口 1 1 1 0.6% 98.2% 1
9 鹿児島 1 1 1 0.6% 98.8% 1
9 埼玉 1 1 0.6% 99.4% 1
9 福井 1 0.6% 100% 1
島根 7 6 1 2 -2 
福岡 1 -1 
宮崎 2
神奈川 2
大阪 2 2 1
滋賀 1
奈良 1
大分 2
長崎 2 1
京都 1
三重 1
佐賀 1
千葉 1
群馬 1
和歌山
熊本
沖縄
愛知
岐阜
北海道
長野
富山
栃木
石川
山形
福島
宮城
青森
岩手
茨城
新潟
山梨
秋田
その他
合計 164 168 165 165 167 2

R04
割合

R04-03
人数差



２－２．法学部・５カ年推移（表） 

 
 

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 R04

H30年度 H31年度 R02年度 R03年度 R04年度 割合（累積）
1 香川 33 36 33 32 47 29.4% 15
2 岡山 42 41 35 29 26 16.3% 45.6% -3 
3 徳島 19 14 16 12 14 8.8% 54.4% 2
4 兵庫 10 19 12 17 13 8.1% 62.5% -4 
5 愛媛 19 12 12 10 12 7.5% 70.0% 2
6 高知 3 6 6 9 7 4.4% 74.4% -2 
7 大阪 3 5 4 6 6 3.8% 78.1% 0
8 広島 11 10 14 8 5 3.1% 81.3% -3 
9 山口 3 1 2 2 4 2.5% 83.8% 2

10 長崎 1 3 3 1.9% 85.6% 0
11 鳥取 2 3 1 7 2 1.3% 86.9% -5 
11 京都 3 1 2 4 2 1.3% 88.1% -2 
11 愛知 1 2 2 1.3% 89.4% 0
11 沖縄 1 1 2 1.3% 90.6% 1
11 大分 2 1 2 2 1.3% 91.9% 2
11 北海道 1 2 1.3% 93.1% 2
17 和歌山 2 1 3 3 1 0.6% 93.8% -2 
17 静岡 1 2 1 0.6% 94.4% -1 
17 三重 1 2 1 1 0.6% 95.0% 0
17 熊本 2 1 1 0.6% 95.6% 0
17 島根 1 5 1 1 0.6% 96.3% 1
17 宮崎 1 2 1 0.6% 96.9% 1
17 長野 1 1 0.6% 97.5% 1
17 埼玉 1 1 0.6% 98.1% 1
17 富山 1 0.6% 98.8% 1
17 栃木 1 0.6% 99.4% 1
17 青森 1 0.6% 100% 1
福岡 1 1 2 -2 
鹿児島 1 1 1 -1 
岩手 1 -1 
滋賀 2 1 2
東京 2 1
佐賀 1 1
岐阜 1 1
奈良 1 1
神奈川 1
石川 1
群馬 2
福井 1
千葉
山形
福島
宮城
茨城
新潟
山梨
秋田
その他 1 1 1 2 -1 
合計 167 169 156 155 160 4

R04
割合

R04-03
人数差



２－３．経済学部・５カ年推移（表） 

 
 

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 R04

H30年度 H31年度 R02年度 R03年度 R04年度 割合（累積）
1 岡山 100 95 82 93 94 35.6% 1
2 香川 63 72 74 72 70 26.5% 62.1% -2 
3 愛媛 27 29 24 36 25 9.5% 71.6% -11 
4 兵庫 10 17 22 18 18 6.8% 78.4% 0
5 高知 12 5 13 8 15 5.7% 84.1% 7
6 徳島 20 17 23 13 12 4.5% 88.6% -1 
6 広島 3 7 8 4 12 4.5% 93.2% 8
8 島根 5 2 3 4 4 1.5% 94.7% 0
9 奈良 3 1.1% 95.8% 3

10 鳥取 3 5 3 2 0.8% 96.6% -1 
10 大阪 1 1 1 2 2 0.8% 97.3% 0
10 和歌山 2 0.8% 98.1% 2
13 愛知 3 1 1 0.4% 98.5% 0
13 岐阜 1 1 0.4% 98.9% 0
13 石川 1 1 0.4% 99.2% 1
13 鹿児島 1 0.4% 99.6% 1
京都 2 2 1 2 -2 
山口 1 1 1 2 -2 
千葉 1 1 -1 
大分 1 -1 
福井 1 -1 
埼玉 1 -1 
三重 2
長崎 2 2 1
滋賀 1 1
東京 1
宮崎 1 1
栃木 1
福岡 1
沖縄 1
神奈川
静岡
北海道
長野
佐賀
熊本
富山
山形
福島
宮城
青森
岩手
茨城
新潟
群馬
山梨
秋田
その他 5 4 3 1 1 0.4% 100% 0
合計 257 257 270 264 264 0

R04
割合

R04-03
人数差



２－４－１．医学部医学科・５カ年推移（表） 

 

  

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 R04

H30年度 H31年度 R02年度 R03年度 R04年度 割合（累積）
1 香川 31 37 34 30 30 27.5% 0
2 岡山 20 20 13 16 13 11.9% 39.4% -3 
3 兵庫 8 13 12 11 12 11.0% 50.5% 1
4 大阪 8 7 19 11 8 7.3% 57.8% -3 
5 東京 6 2 2 2 6 5.5% 63.3% 4
6 愛知 3 1 5 5 4.6% 67.9% 0
7 静岡 1 2 4 3.7% 71.6% 2
8 愛媛 4 3 2 4 3 2.8% 74.3% -1 
8 京都 3 1 4 3 2.8% 77.1% -1 
8 広島 8 5 8 3 3 2.8% 79.8% 0
8 福岡 1 2 1 3 3 2.8% 82.6% 0
8 鹿児島 1 1 1 3 2.8% 85.3% 2

13 高知 2 2 2 2 2 1.8% 87.2% 0
13 神奈川 2 2 2 2 1.8% 89.0% 0
13 徳島 4 3 2 2 1.8% 90.8% 2
13 群馬 2 1.8% 92.7% 2
17 奈良 1 3 2 3 1 0.9% 93.6% -2 
17 茨城 1 1 1 1 0.9% 94.5% 0
17 栃木 1 1 0.9% 95.4% 1
17 和歌山 2 1 0.9% 96.3% 1
17 佐賀 1 1 1 0.9% 97.2% 1
17 埼玉 2 1 0.9% 98.2% 1
17 長野 1 1 0.9% 99.1% 1
沖縄 1 1 3 -3 
熊本 3 -3 
千葉 2 2 2 -2 
北海道 1 1 -1 
大分 1 1
鳥取 1 1
長崎 1 1
新潟 1
三重 1
宮崎 1
滋賀 1
山口
岐阜
石川
島根
福島
福井
富山
山形
宮城
青森
岩手
山梨
秋田
その他 1 1 1 1
合計 109 111 111 109 109 0

R04
割合

R04-03
人数差



２－４－２．医学部看護学科・５カ年推移（表） 

 

  

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 R04

H30年度 H31年度 R02年度 R03年度 R04年度 割合（累積）
1 香川 23 24 24 21 27 42.9% 6
2 岡山 14 15 12 15 10 15.9% 58.7% -5 
3 兵庫 12 6 8 4 7 11.1% 69.8% 3
4 愛媛 8 7 5 12 6 9.5% 79.4% -6 
5 広島 2 3 4 6.3% 85.7% 1
6 徳島 3 2 2 1 2 3.2% 88.9% 1
7 大阪 1 1 1 1 1.6% 90.5% 0
7 鳥取 2 2 1 1 1.6% 92.1% 1
7 愛知 1 1 1 1.6% 93.7% 1
7 北海道 1 1 1.6% 95.2% 1
7 東京 1 1 1.6% 96.8% 1
7 静岡 1 1 1.6% 98.4% 1
7 大分 1 1.6% 100% 1
山口 1 1 -1 
栃木 1 1 -1 
福岡 1 -1 
石川 1 -1 
高知 2
京都 1 1
奈良 1
福島 1
島根 2
千葉
沖縄
熊本
神奈川
鹿児島
新潟
茨城
長崎
岐阜
和歌山
宮崎
三重
福井
長野
佐賀
埼玉
滋賀
富山
山形
宮城
青森
岩手
群馬
山梨
秋田
その他 2 0
合計 65 65 61 61 63 2

R04
割合

R04-03
人数差



２－４－２．医学部臨床心理学科・５カ年推移（表） 

 

 

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 R04

H30年度 H31年度 R02年度 R03年度 R04年度 割合（累積）
1 香川 5 4 5 5 3 13.6% -2 
1 兵庫 1 3 2 3 13.6% 27.3% 3
3 岡山 1 3 6 2 9.1% 36.4% -4 
3 愛媛 1 3 2 9.1% 45.5% 2
3 大阪 1 2 9.1% 54.5% 2
3 三重 2 9.1% 63.6% 2
7 広島 1 2 3 1 1 4.5% 68.2% 0
7 徳島 2 1 1 4.5% 72.7% 0
7 鳥取 1 1 1 4.5% 77.3% 0
7 長崎 1 1 4.5% 81.8% 0
7 山口 1 1 4.5% 86.4% 1
7 愛知 1 1 4.5% 90.9% 1
7 京都 1 1 4.5% 95.5% 1
7 群馬 1 4.5% 100% 1
北海道 2 -2 
千葉 1 1 -1 
新潟 1 1 -1 
高知 1 1 -1 
大分 1 -1 
岐阜 1 -1 
福岡 2 1 1
鹿児島 1 1
島根 1 1
奈良 1
東京 1
和歌山 1
宮崎 1
福井 2
長野 1
沖縄 1
滋賀 1
熊本
神奈川
静岡
栃木
茨城
石川
福島
佐賀
埼玉
富山
山形
宮城
青森
岩手
山梨
秋田
その他
合計 20 20 21 22 22 0

R04
割合

R04-03
人数差



２－５．創造工学部・５カ年推移（表） 

 
注）2021（令和 3）年度のその他 1 については，2020（令和 2）年度入試により合格した外国人留学生で新型コロナウイルス感染

症の影響により入学が 2021（令和 3）年度となったものである。 

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 R04

H30年度 H31年度 R02年度 R03年度 R04年度 割合（累積）
1 岡山 103 86 82 83 80 23.4% -3 
2 香川 70 74 77 82 78 22.8% 46.2% -4 
3 兵庫 37 32 30 26 33 9.6% 55.8% 7
4 愛媛 26 34 19 22 27 7.9% 63.7% 5
5 広島 22 23 13 19 19 5.6% 69.3% 0
6 徳島 17 15 17 17 17 5.0% 74.3% 0
7 大阪 9 9 14 9 15 4.4% 78.7% 6
8 静岡 1 2 3 5 11 3.2% 81.9% 6
9 京都 12 9 5 5 7 2.0% 83.9% 2

10 高知 8 3 4 14 6 1.8% 85.7% -8 
11 愛知 3 6 4 8 5 1.5% 87.1% -3 
12 三重 4 4 7 3 4 1.2% 88.3% 1
12 鳥取 4 4 5 3 4 1.2% 89.5% 1
12 福岡 2 2 2 3 4 1.2% 90.6% 1
15 島根 4 3 5 3 3 0.9% 91.5% 0
15 和歌山 3 3 4 1 3 0.9% 92.4% 2
17 沖縄 1 1 3 2 0.6% 93.0% -1 
17 長野 1 2 2 2 0.6% 93.6% 0
17 大分 2 1 1 2 0.6% 94.2% 1
17 千葉 3 1 2 0.6% 94.7% 1
17 石川 1 2 0.6% 95.3% 1
17 東京 1 1 2 0.6% 95.9% 2
23 長崎 3 5 1 0.3% 96.2% -4 
23 岐阜 1 2 3 3 1 0.3% 96.5% -2 
23 富山 2 3 2 3 1 0.3% 96.8% -2 
23 北海道 2 2 1 0.3% 97.1% -1 
23 滋賀 3 4 1 1 0.3% 97.4% 0
23 山口 5 2 1 1 0.3% 97.7% 0
23 宮崎 2 3 1 0.3% 98.0% 1
23 奈良 3 4 2 1 0.3% 98.2% 1
23 福井 2 1 0.3% 98.5% 1
23 福島 1 0.3% 98.8% 1
23 岩手 1 0.3% 99.1% 1
佐賀 1 2 2 -2 
茨城 1 2 -2 
埼玉 2 -2 
鹿児島 2 2 1 -1 
神奈川 2 1 -1 
栃木 1 1 -1 
宮城 1 -1 
青森 1 -1 
熊本 1 2
山形 1
山梨 1 2
新潟
群馬
秋田
その他 3 5 4 1 3 0.9% 100% 2
合計 347 339 330 338 342 4

R04
割合

R04-03
人数差



２－６．農学部・５カ年推移（表） 

 
 

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 R04

H30年度 H31年度 R02年度 R03年度 R04年度 割合（累積）
1 香川 37 37 32 41 34 22.2% -7 
2 岡山 29 32 27 29 28 18.3% 40.5% -1 
3 兵庫 20 16 16 17 14 9.2% 49.7% -3 
4 大阪 10 14 11 8 10 6.5% 56.2% 2
5 京都 9 3 5 3 8 5.2% 61.4% 5
6 徳島 8 4 7 10 7 4.6% 66.0% -3 
6 静岡 2 5 2 1 7 4.6% 70.6% 6
8 愛媛 6 5 8 12 4 2.6% 73.2% -8 
8 広島 3 5 6 4 4 2.6% 75.8% 0

10 愛知 6 2 7 3 3 2.0% 77.8% 0
10 岐阜 3 5 3 3 3 2.0% 79.7% 0
10 長野 1 1 2 2 3 2.0% 81.7% 1
10 長崎 2 2 3 2.0% 83.7% 1
14 三重 6 3 4 3 2 1.3% 85.0% -1 
14 和歌山 1 2 2 2 2 1.3% 86.3% 0
14 沖縄 1 2 1.3% 87.6% 1
14 福井 1 2 2 1.3% 88.9% 2
18 鳥取 3 1 1 4 1 0.7% 89.5% -3 
18 奈良 2 1 2 1 0.7% 90.2% -1 
18 島根 1 2 1 0.7% 90.8% -1 
18 北海道 1 1 1 1 0.7% 91.5% 0
18 滋賀 2 2 1 0.7% 92.2% 1
18 佐賀 1 1 1 1 0.7% 92.8% 1
18 富山 1 1 0.7% 93.5% 1
18 石川 1 1 0.7% 94.1% 1
18 高知 4 1 1 0.7% 94.8% 1
18 千葉 1 0.7% 95.4% 1
18 熊本 1 0.7% 96.1% 1
18 埼玉 1 0.7% 96.7% 1
福岡 1 2 3 -3 
山口 2 1 1 -1 
大分 1 1 1 1 -1 
東京 1 1 1 -1 
宮崎 1 1 -1 
山梨 1 1 1 -1 
宮城 1 -1 
茨城 1
群馬 1
秋田 2
神奈川 1
栃木 1
鹿児島
山形
福島
青森
岩手
新潟
その他 2 1 2 5 3.3% 100% 4
合計 158 152 150 161 153 3

R04
割合

R04-03
人数差



高校教員向け入試懇談会 
 

（１）実施の狙い 

香川大学では本学の入学者選抜試験を実施するにあたり，高等学校等の進路指導ご担当の
先生方よりご意見をいただき，本学の今後の入学者選抜の改善に活かすために「入試懇談会」を
実施している。あわせて，香川大学の特色，入学者選抜方法の変更点等の説明を行い，本学の
教育活動についての理解をより深めていただくことを目的としている。 
令和４年度は，香川会場，岡山会場，松山会場 ,徳島会場、大阪会場、神戸会場におい

て入試懇談会を実施した。 

（２）概要（令和４年度） 

＜対象＞ 
 
高等学校進路指導ご担当教諭，教育機関での進路指導ご担当者 
 
＜実施日時・場所・参加者数＞ 

 
◆香川会場 2022 年 6 月 22 日(水)13:30~16:30（15:30～個別入試相談会） 

場所：香川大学幸町北キャンパス オリーブスクエア 2 階「多目的ホール」 
参加人数：３７人 

    ◆岡山会場 2022 年６月 23 日(木)13:30~16:30 
             場所：岡山国際交流センター イベントホール 

       参加人数：３７人 
    ◆松山会場 2022 年 6 月 29 日(水)14:00~16:00 
             場所：県民文化会館（別館）大１3 会議室 

       参加人数：１７人 
    ◆徳島会場 2022 年 6 月 30 日(木)14:00~16:00 
             場所：あわぎんホール 会議室６ 
             参加人数：１５人 
    ◆大阪会場 2022 年 7 月 6 日(水)14:00~16:00 
             場所：ＡＰ大阪梅田茶屋町 Ｄ＋Ｅルーム 
             参加人数１２人 
    ◆神戸会場 2022 年 7 月 7 日(木)14:00~16:00 
             場所：神戸国際会館 901・902 会議室 

       参加人数：２２人 
 
＜説明内容＞ 
・ 2022 年度入試結果と 2023 年度入試の概要 
・ 各学部紹介・入試概要説明 
・ 個別入試相談会（入試懇談会のみ） 

 
 
 
 
 
 
 
 



（３）アンケート結果  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
その他のご意見 
・Web 出願の入試ページを早めに見たい 
・2024 年度の入試情報も知りたかった 
・科目ごとの特徴や科目の合否への影響など入試結果の分析も聞いてみたかった 
・経済学部の二次試験には,単元を限定してでも数学を課した方がいいのではないか 
・共通テストと個別試験での逆転率を教えていただきたい 
・高校生へ伝えるべきポイントをよりはっきりと教えていたたければ生徒への進路指導がより深まる 
・学部ごとの個別相談はありがたいが、希望が多い学部には担当を増やしていただきゆとりがもう少し欲
しかった 
・各学部の教育内容を詳しく知ることができ、生徒の指導にも役に立つ 
・合格者の基準や得点率についてより詳しく知りたかった 
・入試問題の内容の一部でも資料にしていただけたら 

問１
本日の入試懇談会でほしかった情報を得られましたか 

4.
得られなかった

回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 回答数
全 会 場 114 65 57.0% 48 42.1% 1 1% 0

香 川 30 18 60.0% 12 40.0% 0 0

岡 山 27 15 57.1% 11 39.3% 1 3.6% 0

松 山 16 9 56.3% 7 43.8% 0 0

徳 島 15 12 80.0% 3 20.0% 0 0

大 阪 16 5 31.3% 11 68.8% 0 0

神 戸 9 5 55.6% 4 44.4% 0 0

1.
得られた

２.
ある程度得られた

３.　あまり
得られなかった総回答数

問２
入試分析結果報告や学部の説明内容は理解できましたか

４．
理解できなかった

回答数 ％ 回答数 ％ 回答数

全 会 場 113 74 65.5% 39 34.5% 0

香 川 30 19 63.3% 11 36.7% 0

岡 山 27 18 66.7% 9 33.3% 0

松 山 16 12 75.0% 4 25.0% 0

徳 島 15 12 80.0% 3 20.0% 0

大 阪 16 7 43.8% 9 56.3% 0

神 戸 9 6 66.7% 3 33.3% 0

１．
理解できた

２.
ある程度理解できた

３.あまり
理解できなかった総回答数

0

回答数

0

0

0

0

0

0



オープンキャンパス保護者説明会 
 

（１）実施の狙い 

オープンキャンパス参加者の多くは，高校生とその保護者が占める。一方，各学部・学科で企画
するプログラムは，模擬講義や実験など高校生を対象としたものが多く，保護者が参加できるプロ
グラムが高校生と比べ少ないという現状がある。しかしながら，受験生の受験校決定に関しては，
保護者の関与度が高いという本学新入生アンケート結果（P.33）があり，オープンキャンパスに参
加する保護者の満足度を高めることは，安定的な志願者確保のためには欠かせない。そのため，
入試グループとアドミッションセンターが連携し，保護者を対象とした説明会を企画・実施した。 

 

（２）概要（令和４年度） 

＜実施日時・場所＞ 
日時：オープンキャンパス開催期間に実施 
第 1 回： 2022 年 8 月５日（金）10：00～11：20  （10：50～個別相談会） 
第 2 回： 2022 年 8 月５日（金）13：00～14：20  （13：50～個別相談会） 

場所：香川大学幸町北キャンパス オリーブスクエア 2 階「多目的ホール」 
 
＜説明内容＞ 
・ 香川大学の入試の特徴  ・  保護者の子ども（受験生）への接し方 
・ 学費・奨学金 ・  学生寮・アパート 
・ 学生生活支援 ・  就職・進学支援 

 
（３）アンケート結果（抜粋） 

１７０名の参加がありそのうち７７名から回答があった。(回収率４５.３％) 
 

・ 入試の現状，香川大学の現状が良くわかりました。 
・ 子供が希望している香川大学ですが，親としても是非通って欲しいと思うようになりました。 
・ 入試のこと，大学にかかる費用がよくわかりました。やはり対面でお話を聞くと，先生の熱量の
熱さも伝わり良かったです。ありがとうございました。 

・ とても分かりやすくて参考になりました。参加して本当に良かったです。入試の基本的なこともあ
まり知らなかったのですが，よく分かりました。勉強のやりかたもよく分かりました。 

・ 具体的な入試の中身がよく分かった。 
・ とてもわかりやすく，聞けた。時間を短く感じるぐらい，よかった。 
・ 保護者目線にたった話でとても分かりやすく，丁寧で熱意が伝わりました。資料もとても詳しい
ものを頂きありがたかったです。 

・ 県外の大学に進学するため，多少の不安を感じておりました。香川大学の魅力と入試の大変
さを再認識し，親としてベストを尽くそうとやる気が沸いてきました。サポート（頼られた時）と食
生活等で頑張ります。 

・ 熱意が伝わり是非入学させたいと思った。 
 

 

 

とても満足した 
38 名（49％） 

おおむね満足した 
36 名（47％） 

あまり満足していない
3 名（4％） 



大学訪問 
 

（１）実施の狙い 

将来の受験候補者となる高校生に実際に香川大学のキャンパスに来ていただき、香川大学を体
感していただくことで、志願者の裾野を広げるため。 

 

（２）概要（2022 年度） 

＜実施時期＞ 
2022 年９月～12 月 
 
＜形式＞ 
香川大学教職員からの大学概要説明、およびキャンパス内の見学。 
その他、訪問校のニースに沿って可能な範囲で対応する。 
 

 
（３）2022 年度実績 

 
 

日時 参加高校 学年 参加学部・学科 訪問者数（生徒・教員）

教育学部 44
法学部 36
医学科 13
看護学科 21

臨床心理学科 14
創造工学部 22
農学部 5
教育学部 19
法学部 7
経済学部 24
看護学科 6

臨床心理学科 5
創造工学部 17
農学部 9
教育学部 11
法学部 10
経済学部 17
創造工学部 38

11月11日（金） 高松北高校 1年生

12月2日 （金）香川中央高校 1年生

12月7日 （水）香川中央高校 1年生

12月13日（火）尽誠学園高校 1年生



進学説明会・相談会等 

(1) 実施の狙い

四国，中国，近畿地方からの安定的な志願者確保のため。

コロナ感染状況に応じて対面もしくは WEB で香川大学の教育・研究内容や入試内容を説明することで

香川大学への理解と共感を深めてもらう機会とする。

(2) 概要

＜形式＞

会場・高等学校にて対面もしくは WEB にて直接，高校生・既卒生・教職員・保護者を対象に説明を

行う。 

＜説明内容＞ 

・入試説明（教科・科目及び配点，主な変更点）

・教育・研究内容

・学生生活（入学料・授業料（免除制度も含む），奨学金，サークル活動，学生寮）

・就職状況

・その他（高等学校からの要望事項）

(3) 令和 4 年度実績

高校名 参加学部・学科

6/6 (月) 医学科

6/20 (月) 看護学科

7/2 (土) アドミッションセンター

6/7 (火) 教育学部・経済学部・農学部

6/8 (水) 看護学科・臨床心理学科・創造工学部

6/21 (火) 教育学部・法学部・看護学科・臨床心理学科・農学部

7/12 (火) 経済学部・創造工学部

7/15 (金) アドミッションセンター

丸亀高校 6/23 (木) 教育学部・医学科・看護学科・臨床心理学科

6/30 (木) 教育学部・法学部・創造工学部・農学部

7/5 (火) 経済学部・看護学科・臨床心理学科

高松商業高校 7/1 (金) 教育学部・経済学部・創造工学部

7/25 (月) 教育学部・法学部・経済学部・農学部

7/26 (火) 看護学科・臨床心理学科・創造工学部

大手前高松高校 7/29 (金)
教育学部・法学部・経済学部・医学科・看護学科・臨床心理学科

創造工学部・農学部・アドミッションセンター

大手前丸亀高校 8/10 (水)
教育学部・法学部・経済学部・医学科・看護学科・臨床心理学科

創造工学部・農学部・アドミッションセンター

観音寺第一高校 8/26 (金)
教育学部・法学部・経済学部・医学科・看護学科・臨床心理学科

創造工学部・農学部

9/20 (火) 教育学部・法学部・医学科・創造工学部

9/28 (水) 経済学部・看護学科・臨床心理学科・農学部

三木高校 9/27 (火)
教育学部・法学部・経済学部・医学科・看護学科・臨床心理学科

創造工学部・農学部・アドミッションセンター

高松高校 10/14 (金) 医学科

坂出高校

高松第一高校

香川大学高校内学部別説明会

実施日

香川誠陵高校

高松北高校

高松西高校

高松桜井高校



高校主催

府県 高校名 対象者 概要

4/16 (土) 京都 亀岡高校 保護者（3年生） 講演会

5/6 (金) 兵庫 尼崎小田高校 3年生、保護者、教員 講演会

6/10 (金) 愛媛 新居浜西高校 3年生、保護者

6/25 (土) 広島 英数学館高等学校 １～３年生、保護者 進学説明会

6/25 (土) 京都 洛西高校 保護者 講演会

7/1 (金) 愛媛 丹原高校 3年生 進学説明会（オンライン）

7/7 (木) 香川 三本松高校 3年生 進学説明会

7/25 (月) 香川 高松高等予備校 高松高等予備校生、現役高校生、保護者

7/29 (金) 山口 山口県立下関南高校 １～３年生、保護者 進学説明会

8/29 (月) 岡山 岡山進研学院 ３年生、保護者 進学説明会

10/7 (金) 京都 桃山高校 １～３年生 講演会

10/12 (水) 兵庫 兵庫県立伊丹西高校 2年生 講演会

10/29 (土) 京都 亀岡高校 保護者（1年生） 講演会

11/19 (土) 京都 亀岡高校 保護者（2年生） 講演会

12/7 (水) 神奈川 星槎国際高校 1・2年生

12/9 (金) 広島 広島叡智学園 1年生，中学3年生 説明会

香川県主催

府県 高校名 対象者 概要

6/16 (木) 香川 香川中央高校 ２年生 合同入試説明会

7/20 (水) 香川 小豆島中央高校 １～２年生 県内大学等合同説明会

9/28 (水) 香川 高松東高校 １年生 県内大学等合同説明会

日時

日時

業者主催

府県 高校名 会場/対象者 概要

4/15 (金) 京都 西乙訓高校 3年生

4/19 (火) 兵庫 滝川高校 2年生

4/22 (金) 兵庫 百合学院 3年生

5/26 (木) 兵庫 神戸星城高校 3年生

5/26 (木) 岡山 岡山市 岡山コンベンションセンタ- オンライン

6/7 (火) 愛知 名古屋市 ウインクあいち 合同入試説明会

6/8 (水) 広島 広島市 基町クレド 合同入試説明会

6/11 (土) 大阪 大阪市 梅田スカイビルタワーウエスト 進学サミット

6/14 (火) 高知 高知市 ザ　クラウンパレス新阪急高知

6/15 (水) 愛媛 松山市 松山市総合コミュニティセンター体育館

6/18 (土) 京都 京都市 京都市勧業館（みやこめっせ） 進学サミット

6/22 (水) 香川 高知市 JRホテルクレメント高松

9/14 (水) 高知 高知市 ザ　クラウンパレス新阪急高知

9/15 (木) 愛媛 今治市 今治国際ホテル

9/26 (月) 徳島 徳島市 あわぎんホール（徳島県郷土文化会館）

9/26 (月) 兵庫 姫路市 ホテル日航姫路

9/28 (水) 香川 高松市 レクザムホール（香川県県民ホール）

9/29 (木) 岡山 岡山市 岡山コンベンションセンター

9/30 (金) 京都 京都市 京都烏丸コンベンションホール

11/7 (月) 香川 高松市 レクザムホール（香川県県民ホール）

11/8 (火) 高知 高知市 ザ　クラウンパレス新阪急高知

11/9 (水) 愛媛 松山市 松山市総合コミュニティセンター（企画展示ホール）

11/14 (月) 岡山 岡山市 岡山コンベンションセンター

11/16 (水) 香川 高松市 レクザムホール（香川県県民ホール） オンライン

11/17 (木) 岡山 岡山市 岡山コンベンションセンター オンライン

3/15 (火) 広島 福山市 福山ニューキャッスルホテル オンライン

日時

その他１ 

その他２ 



香大アドミッション通信 

（１） 発刊の狙い

香大アドミッション通信発刊の狙いは，大きく分けて二点あります。 
① 香川大学進学を考える高校生（受験生）にタイムリーな情報提供を行うことで，学習意欲

と出願意欲を一層高めていただき，結果として志願者数の増加につなげる。
② コロナ禍において，FACE TO FACE の広報活動が制限される中，香川大学と香川大学

進学を考える高校生（受験生）とのコミュニケーションツールの一つとして機能させることで，
FACE TO FACE の広報活動の代替的役割を担う。

（２） 香大アドミッション通信の内容
香川大学の入試変更点等の情報やオープンキャンパス，進学相談会・説明会等の最新情報

を中心に，月一回程度の頻度で発刊する。 

（３） 2022 年度発刊実績

発刊日時 掲載内容

第10号 4月27日(水)
＊入試情報トピックス(教育学部の選抜方法の一部変更、農学部の募集人数
の一部変更）　＊大学進学相談会・説明会情報

第11号 5月20日(金)
＊入試情報トピックス(2023年度総合型選抜Ⅰ学生募集要項の公表）
＊大学進学相談会・説明会情報

第12号 6月27日(月)
＊入試情報トピックス（2023年度入学者選抜要項の公表）
＊香川大学案内2023　冊子の紹介
＊来場型オープンキャンパス開催予定の案内

第13号 7月14日(木)
＊2022夏のオープンキャンパス情報
＊オンライン個別相談会実施の案内　＊大学進学相談会・説明会情報

第14号 8月30日(火)
＊入試情報トピックス（2023年度学校推薦型選抜Ⅰ，Ⅱおよび国際バカロ
レア選抜の学生募集要項の公表）
＊大学進学相談会・説明会情報（国立大学合同入試セミナー開催の案内）

第15号 9月21日(水)
＊2022経済学部キャンパス説明会開催の案内
＊ＷＥＢ型オープンキャンパス開催の案内
＊アドミッション教員のつぶやき

第16号 10月20日(木)
＊2022創造工学部秋のオープンキャンパス開催の案内
＊ＷＥＢ型オープンキャンパス開催中の案内
＊アドミッション教員のつぶやき

第17号 11月８日(火)
＊2023年度一般選抜学生募集要項の公表
＊学校推薦型選抜Ⅱの案内　＊大学進学相談会・説明会情報

第18号 12月16日(金）
＊学校推薦型選抜Ⅱ,一般選抜（前期後期）の案内
＊ＷＥＢ型オープンキャンパス開催中の案内
＊四国地区国立5大学メタバースオープンキャンパス開催の案内

第19号 1月12日(木）
＊受験生応援企画　出願直前相談会（オンライン）開催の案内
＊大学入学共通テスト受験上の注意事項の一部掲載

第20号 2月15日（水）
＊一般選抜受験者への注意事項の案内
＊メタバースオープンキャンパス開催の案内
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国立大学の延べ志願者数増加策に関する一考察

－― 一般選抜前期日程と推薦・総合型の併願指導に関する高校調査より ―― 

竹内正興（香川大学）

本研究は，国立大学の志願者数増加策として，一般選抜前期日程と学校推薦型選抜Ⅱ・総合型選抜Ⅱ

（大学入学共通テストを課す学校推薦型選抜，または，総合型選抜。以下，「推薦・総合Ⅱ型」と記載）の

併願による延べ志願者数増加の可能性について，受験生を指導する高等学校進路担当教員を対象としたアン

ケート調査から検討することを目的とする。調査の結果，同一大学内の一般選抜前期日程と推薦・総合Ⅱ型

の併願を勧める割合は，国公立大学全体では 42.7％となり，同一大学内の一般選抜前期日程と後期日程の

併願を勧める割合 21.3％の約２倍となった。同一大学内の一般選抜前期日程と推薦・総合Ⅱ型の併願パタ

ーンは，今後，国立大学の延べ志願者数の増加策の軸として，有効である可能性が示唆されたと考えられる。

その一方で，併願パターンの勧め度について，「どちらともいえない」の回答割合が高いケースが多かった

ことから，個々の高校の状況に応じて併願パターンを提案する広報活動の必要性が示されたといえる。

キーワード：延べ志願者数，一般選抜前期日程，推薦・総合Ⅱ型，併願パターン

1 問題の所在 
本研究は，国立大学の志願者数増加策として，一般

選抜前期日程と推薦・総合Ⅱ型（大学入学共通テスト

を課すタイプ）の併願による延べ志願者数増加の可能

性について，受験生を指導する高等学校進路担当教員

を対象としたアンケート調査から検討することを目的

とする。

中教審大学分科会（2018）は，大学進学者数等の

将来推計について，「18 歳人口が減少し続ける中で

も，大学進学率は上昇し，大学進学者数も増加傾向に

あったが，2018 年以降は 18 歳人口の減少に伴い，

大学進学率が上昇しても大学進学者数は減少局面に突

入すると予測される」と指摘している。大学進学者数

は，ピーク時の 63 万人（2017 年）から見た場合，

2022 年は 61 万人（96.8％），５年後の 2027 年は

60 万人（95.2％），10 年後の 2032 年は 58 万人

（92.1％），そして 18 年後の 2040 年には 51 万人

（81.0％）に減少することを推計しているが，大学進

学者数の減少は，同時に，大学進学を希望し，大学に

出願する受験生自体が減少することを意味している。

従って，受験生自体が減少していく中で，現在の志願

者数を維持していくことは，受験人口の推移を見た場

合，難しい局面に入っているといえる。

このような受験動向の中で，私立大学では，１人の

受験生が同一大学・学部等に併願しやすい入試日程を

設定することで延べ志願者数の増加を重視しているこ

とが窺われる１）。この延べ志願者数の増加策は，大

学の収入増加につながるため，2004 年度に法人化さ

れた国立大学にとっても，自立的な経営を強化する観

点から重要な施策となることが考えられる。

延べ志願者数の増加策となる国立大学における同一

大学内併願について，1979 年度入試で導入された共

通一次試験以降の入試を見た場合，1987 年度入試以

降の連続方式，分離・分割方式の導入により，主に，

一般選抜において可能となっている２）。また，一般

選抜と特別選抜の併願についても，倉元（2011）が，

東北大学の総合型選抜（旧ＡＯ入試）と一般選抜前期

日程の志願者のケースとして，「例年，ＡＯ入試を不

合格になった後に一般入試で再挑戦する受験生が相当

数存在している」と述べているように，同一大学内で

の併願が可能であり，実際に併願している受験生が多

いことがわかる３）。

国立大学の併願については，連続方式，分離・分割

方式においては，前述したように主に一般選抜（分

離・分割方式では，前期日程，後期日程）の枠組みで

議論されてきた。しかし，2022 年度入試について見

ると，募集人員に占める一般選抜前期日程の割合は

67.1％と，一般選抜後期日程 13.7％の約５倍を占め

ている（図１）。さらに，分離・分割方式では一般選

抜前期日程に合格し入学手続きを行った時点で，一般

選抜後期日程の合格者の対象外となることや，一般選

抜後期日程自体を実施しない大学・学部が 10 国立大

学，学部では 100 学部以上あることから，併願自体

は可能ではあるが，より併願できる範囲が狭まってい

るといえる。

一方，一般選抜後期日程の縮小傾向の中で，学校推



 
 
 
薦型選抜，総合型選抜の募集人員の割合が増加傾向に

あり，2017 年度入試以降，学校推薦型選抜と総合型

選抜の募集人員の合計の割合が，一般選抜後期日程を

上回っている（図２）。この学校推薦型選抜・総合型

選抜の出願について，河合塾（2011）は，「推薦・

AO 入試は準備に時間がかかるので，もし不合格にな

れば一般入試への備えが大幅に遅れるリスクを十分に

説明するようにしている」や，「受験機会が増える反

面で，不合格の場合，一般試験対応が遅れるなどのリ

スキーな部分もあることを強調し，センター試験を課

す推薦・AO 入試にシフトさせている」といった高校

教員の声を紹介している。つまり，学校推薦型選抜，

総合型選抜については，一般選抜の出願を視野に入れ

る場合，大学入学共通テストを課すタイプの総合型選

抜，学校推薦型選抜を生徒（受験生）に勧める傾向が

見られるということになる。 
そこで，本稿では，募集人員の増加傾向が見られる

学校推薦型選抜，総合型選抜の中でも，一般選抜前期

日程と同様に大学入学共通テストを課すタイプ（推

薦・総合Ⅱ型）に着目し，両入試区分の併願率の上昇

による延べ志願者数の増加の可能性について，「１．

同一大学内における一般選抜前期日程と推薦・総合Ⅱ

型の併願は，一般選抜前期日程と後期日程の併願と比

較して，どの程度勧め度に差があるのか」，「２．香

川大学の場合，「１」の併願について，国公立大学全

体と異なる傾向が見られるのかどうか」という二つの

問いを立て，高等学校進路担当教員に対するアンケー

ト調査から検討を行う。 
 

前期日程, 
67.1%

後期日程, 
13.7%

推薦・総合, 
19.2%

 
図1 国立大学 募集人員の割合（2022年度） 

出典：文部科学省（2022） 
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図2 国立大学 一般選抜後期日程と学校推薦型・総合型選抜

における募集人員の割合の推移（2014年度～2022年度） 
出典：文部科学省『国公立大学の入学者選抜 選抜の概要（平

成26年度～令和４年度）』より筆者が作成。 
 
2 調査概要  
2.1 調査時期・対象・方法 
調査は 2021 年 12 月に，香川大学への入学実績が

2019年度～2021年度の３年間であった東海地区から

北部九州地区の 536 の高等学校の進路指導担当教諭

宛に郵送形式で依頼し，回答をいただいた 318 校

（回収率59.3％）のデータを分析の対象とした。 
 
2.2 質問項目 
本調査の質問項目は以下の通りである。質問項目中

の A 大学は国公立大学全体の中の任意の大学を示し

ている。また，アンケートの属性欄については，進路

指導部としての考えを記入していただく意図から，高

等学校名欄のみを設け，氏名等の個人情報の記入欄は

設けていない。 
 

＜質問項目１＞ 
国公立大学出願者の併願指導について，A大学（国公

立大学）の一般選抜前期日程に出願する生徒に対して，

下記の（１）～（６）の併願パターンをそれぞれどの

程度勧めますか（選択形式） 
【選択肢】１．勧めることが多い ２．どちらかといえば勧め

ることが多い ３．どちらともいえない ４．どちらかといえ

ば勧めないことが多い ５．勧めないことが多い ６．該当す

る生徒がいない 



 
 
 
（１）A 大学「一般選抜前期日程」と A 大学「一般

選抜後期日程」 
（２）A 大学「一般選抜前期日程」と A 大学以外の

「一般選抜後期日程」 
（３）A大学「一般選抜前期日程」とA大学「学校

推薦型選抜Ⅱ」，または，「総合型選抜Ⅱ」（共通テ

ストを課すタイプ） 
（４）A大学「一般選抜前期日程」とA大学以外の

「学校推薦型選抜Ⅱ」，または，「総合型選抜Ⅱ」

（共通テストを課すタイプ） 
（５）A 大学「一般選抜前期日程」と A 大学「学校

推薦型選抜Ⅰ」，または，「総合型選抜Ⅰ」（共通テ

ストを課さないタイプ） 
（６）A 大学「一般選抜前期日程」と A 大学以外の

「学校推薦型選抜Ⅰ」，または，「総合型選抜Ⅰ」

（共通テストを課さないタイプ） 
 

＜質問項目２＞ 
香川大学出願者の併願指導について，香川大学の一般

選抜前期日程に出願する生徒に対して，下記の（１）

～（６）の併願パターンをそれぞれどの程度勧めます

か（選択形式） 
【選択肢】＜質問項目１＞と同じ 
 
（１）香川大学「一般選抜前期日程」と香川大学「一

般選抜後期日程」 
（２）香川大学「一般選抜前期日程」と香川大学以外

の「一般選抜後期日程」 
（３）香川大学「一般選抜前期日程」と香川大学「学

校推薦型選抜Ⅱ」（共通テストを課すタイプ） 
（４）香川大学「一般選抜前期日程」と香川大学以外

の「学校推薦型選抜Ⅱ」または，「総合型選抜Ⅱ」 
（共通テストを課すタイプ） 
（５）香川大学「一般選抜前期日程」と香川大学「学

校推薦型選抜Ⅰ」，または，「総合型選抜Ⅰ」（共通

テストを課さないタイプ） 
（６）香川大学「一般選抜前期日程」と香川大学以外

の「学校推薦型選抜Ⅰ」，または，「総合型選抜Ⅰ」

（共通テストを課さないタイプ） 
 
＜質問項目３＞ 
質問項目２（３）を回答した理由（自由記述形式） 

 
2.3 分析手法 
質問項目１，２の勧め度の選択肢について，単純集

計（選択肢「１．勧めることが多い：５点」，「２．

どちらかといえば勧めることが多い：４点」，「３．

どちらともいえない：３点」，「４．どちらかといえ

ば勧めないことが多い：２点」，「５．勧めないこと

が多い：１点」（「６．該当する生徒がいない」を除

く））による各選択肢の回答割合（肯定率（「１．勧

めることが多い」と「２．どちらかといえば勧めるこ

とが多い」の回答率の和），否定率（「４．どちらか

といえば勧めないことが多い」と「５．勧めないこと

が多い」の回答率の和），「３．どちらともいえな

い」に分けそれぞれ集計）と平均スコアにより傾向を

把握する。次に，設定した二つの問い（１．同一大学

内における一般選抜前期日程と推薦・総合Ⅱ型の併願

は，一般選抜前期日程と後期日程の併願と比較して，

どの程度勧め度に差があるのか」，「２．香川大学の

場合，「１」の併願について，国公立大学全体と異な

る傾向が見られるのかどうか」）について，統計的に

有意差が見られるのかどうかを検証する。 
 

3 結果  
はじめに，各併願パターンの勧め度について，国公

立大学全体の出願者の肯定率を見ると，「（２）A大

学『前期』と A 大学以外の『後期』」が 84.9％と最

も高く，次いで，「（３）A 大学『前期』と A 大学

『推薦Ⅱor 総合Ⅱ』」の 42.7％となり，「（１）A
大学『前期』と A 大学『後期』」は 21.3％に留まっ

た（図３）。同様に，香川大学出願者について見ると，

「（２）香川大学『前期』と香川大学以外の『後

期』」が 69.1％と最も高く，次いで，「（３）香川

大学『前期』と香川大学『推薦Ⅱ』」の 39.4％とな

り，「（１）香川大学『前期』と香川大学『後期』」

は 17.8％に留まり，国公立大学全体の出願者と同様

の傾向が見られた（図４）。 
次に，国公立大学全体と香川大学の同一大学内にお

ける「（１）『前期』と『後期』」，「（３）『前

期』と『推薦Ⅱor 総合Ⅱ』」，「（５）「前期」と

「推薦Ⅰor 総合Ⅰ」の各併願パターンの勧め度の回

答結果（５件法）の値から，併願パターン間でそれぞ

れ差があるのかどうかを見たところ，国公立大学全体，

香川大学ともに，「（１）『前期』と『後期』」の勧

め度が低い傾向が見られた（表１～表４）。 
続いて，国公立大学全体と香川大学の各併願パター

ンの勧め度について，併願パターンごとに差があるの

かどうかを見たところ，「（２）『前期』と他大学の

『後期』」において，１％水準で統計的有意差が見ら

れた（表５）。 
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図４ 香川大学 併願指導における勧め度（割合）

表１ 国公立大学全体 併願指導における同一大学内

併願パターン別勧め度（分散分析）

変動 平方和 自由度 平均平方 F 値 p 値 判定

グループ間 621.5885 5 124.3177 107.9781 0.0000 **

グループ内 2066.6258 1795 1.1513

合計 2688.2143 1800

*ｐ<0.05  **ｐ<0.01 

表２  国公立大学全体 併願指導における同一大学内

併願パターン別勧め度（多重比較検定・Bonferroni） 
水準1 水準2 平均1 平均2 差 統計量 p 値 判定
（１） （３） 2.69 3.36 0.68 7.6919 0.0000 **
（１） （５） 2.69 3.31 0.62 7.1200 0.0000 **
（３） （５） 3.36 3.31 0.05 0.5812 1.0000

*ｐ<0.05  **ｐ<0.01 



表３  香川大学 併願指導における

併願パターン別勧め度（分散分析）

変動 平方和 自由度 平均平方 F 値 p 値 判定

グループ間 353.3993 5 70.6799 68.1605 0.0000 **

グループ内 1686.1001 1626 1.0370

合計 2039.4994 1631

*ｐ<0.05  **ｐ<0.01 

表４  香川大学  併願指導における

併願パターン別勧め度（多重比較検定・Bonferroni） 
水準1 水準2 平均1 平均2 差 統計量 p 値 判定
（１） （３） 2.64 3.31 0.67 7.6568 0.0000 **
（１） （５） 2.64 3.24 0.60 6.8441 0.0000 **
（３） （５） 3.31 3.24 0.07 0.8154 1.0000

*ｐ<0.05  **ｐ<0.01 

表５ 国公立大学全体と香川大学 併願指導における

併願パターン別勧め度（平均点と t検定） 

国公立
大全体

香川大 差
国公立ー香川

（１）「前期」と「後期」 2.69 2.64 0.05 0.6369

（２）「前期」と
他大学の「後期」

4.36 3.95 0.41 0.0000 **

（３）「前期」と
「推薦Ⅱor総合Ⅱ」

3.36 3.31 0.05 0.5515

（４）「前期」と
他大学の「推薦Ⅱor 総合Ⅱ」

2.69 2.64 0.05 0.6103

（５）「前期」と
「推薦Ⅰor 総合Ⅰ」

3.31 3.24 0.07 0.4148

（６）「前期」と
他大学の「推薦Ⅰor総合Ⅰ」

2.80 2.81 -0.02 0.8507

平均スコア

p 値 判定

*ｐ<0.05  **ｐ<0.01 

一方，各併願パターンの勧め度について，「肯定

率」「どちらともいえない」，「否定率」の割合を見

ると，「どちらともいえない」の割合が高い併願パタ

ーンが目立つ結果となった。特に，国公立大学全体，

香川大学ともに，一般選抜前期日程と一般選抜後期日

程の併願を除く併願パターンについては，「どちらと

もいえない」の回答割合がいずれも 40％以上を占め

た。

最後に，香川大学「一般選抜前期日程」と香川大学

「学校推薦型選抜Ⅱ型」の併願について，勧めると回

答した理由については，「一般前期に出願する第一志

望の生徒にとっては，受験機会を増やし合格の可能性

を高めることができるため」，「共通テストを課す学

校推薦型であれば，一般前期の準備に対する過度な負

担にならないため」，「一般後期の募集枠が小さくな

っており，学校推薦Ⅱ型や総合Ⅱ型との併願は，もは

や一般後期以上の存在となっているため」などが見ら

れた。また，併願を勧めないと回答した理由について

は，「一般選抜で合格できる実力をつけるよう指導し

ているため」，「一般後期も含むが，共通テストの結

果や私立大の合格状況によって変わるため」，「専門

学科のため，個別試験の対策に対応することが難しい

ため」，「生徒の学力的な状況を見て，共通テストを

課さない学校推薦型や総合型を勧めているため」など

があった。一方，「どちらともいえない」と回答した

理由については，「生徒個々の希望による」，「生徒

が強く志望していれば，大学入学共通テストを課す，

課さないに関わらず，校内の判定委員会を経て出願が

可能かどうかを決定している」などが見られた。

4 考察とまとめ 

問いの設定とアンケート調査の結果を踏まえ，次の

四点を指摘したい。

一点目は，同一大学内の併願についての肯定率を見

た場合，国公立大学全体，香川大学とも一般選抜前期

日程と推薦・総合Ⅱ型の併願パターンが最も高く，一

般選抜前期日程と後期日程の併願パターンが最も低い

点である。「一般後期の募集枠が小さくなっており，

学校推薦Ⅱ型や総合Ⅱ型との併願は，もはや一般後期

以上の存在となっている」という回答に見られるよう

に，高校の進路指導において，同一大学を併願する場

合，一般選抜前期日程と推薦・総合Ⅱ型の併願パター

ンが一般化してきていることが考えられる。

その一方で，一般選抜前期日程と推薦・総合Ⅰ型

（大学入学共通テストを課さないタイプ）の併願パタ

ーンの肯定率が，国公立大学全体，香川大学とも推

薦・総合Ⅱ型より低いものの，拮抗していた点は先行

研究とは異なる結果であった。その理由として，質問

項目２（３）の回答理由（自由記述形式）を高校別に

見た場合，各高校に在籍する生徒の学力層によって併

願指導が複線化していることが考えられる。つまり，

最も学力層の高い高校群は，「学力の高い生徒が多い

学校なので，指導方針として一般選抜で受験させてい

くよう指導している」という回答に見られるように一

般選抜に注力し，次の高校群は，合格の可能性を高め

るため，一般選抜と推薦・総合Ⅱ型の併願を重視する

が，さらに，その次の高校群になると，「専門学科の

ため，個別試験の対策に対応することが難しいため」，

「生徒の学力的な状況を見て，共通テストを課さない



学校推薦型や総合型を勧めているため」などの記述に

見られるように，共通テストではなかなか合格レベル

に達することが困難な生徒に対して推薦・総合Ⅰ型を

中心に併願指導を考えていることが窺える。また，最

も学力層の高い高校群を除く高校群からは，「生徒が

強く志望していれば，大学入学共通テストを課す，課

さないに関わらず，校内の判定委員会を経て出願が可

能かどうかを決定している」という生徒の志望を優先

した指導，つまり，大学入学共通テストを課している

のかどうか以上に，生徒の希望が勧める尺度となって

いる回答が見られた。したがって，高校の学力層別に

見た一般選抜前期日程との併願指導には，主に，推

薦・総合型との併願を積極的に勧めないタイプ，大学

入学共通テストを課す推薦・総合Ⅱ型を中心に併願を

勧めるタイプ，大学入学共通テストを課さない推薦・

総合Ⅰ型を中心に併願を勧めるタイプ，大学入学共通

テストを課すか課さないかに関わらず，生徒の希望を

前提として推薦・総合型との併願を勧めるタイプの４

タイプが存在することが考えられる。

二点目は，香川大学については，国公立大学全体と

同様に，一般選抜前期日程と他大学の一般選抜後期日

程の併願指導が主流であるものの，勧め度自体は

69.1％と 15.8 ポイント低かった点である。この要因

としては，否定率は，国公立大学全体で 2.0％，香川

大学では 2.5％と大きな差は見られず，「どちらとも

いえない」の回答割合が，国公立大学全体で 13.0％，

香川大学では 28.4％と 15.4 ポイントの差があること，

また，「一般後期も含むが，共通テストの結果や私立

大の合格状況によって変わるため」という回答がある

ことなどから，志願者層の特性の一つとして，国公立

大学全体の志願者層と比較した場合，大学入学共通テ

スト後の自己採点の結果によって，併願を含めた出願

校の流動性が高い，すなわち，大学入学共通テストの

得点状況によって，出願先がより左右されやすい可能

性があることが窺われた。

三点目は，国公立大学全体，および，香川大学の併

願指導における勧め度において，一般選抜前期日程と

一般選抜後期日程の併願を除く併願パターンについて

は，「どちらともいえない」の回答割合がいずれも

40％以上を占めたことである。これは，一般選抜前

期日程と一般選抜後期日程の併願パターンについては，

指導方法が一般化し，高校単位で指導しやすくなって

いる一方で，一般選抜と推薦・総合型との併願指導に

ついては，「指導事例が少ない」，「学力やこれまで

の成果，適性などを合わせて指導を行うため様々な指

導ケースが発生する」，「併願指導を行う時期や生徒

の得意科目や志望分野により指導内容が変わってく

る」などの回答に見られるように，一般選抜間の併願

指導と比較すると，学力のみならず，高校時代の学習

成果や生徒の適性を踏まえた入試時期別の指導となり

指導方法が多岐にわたることから，高校単位での指導

方針の枠組みに入らないケースが多く，生徒個々の状

況に応じた個別指導が中心となっていることが考えら

れる。

最後四点目は，一点目と関連するが，高校の個々の

ニーズに寄り添った併願パターンの分類の必要性であ

る。アンケート調査から見える高校の進路指導現場で

重視されている共通事項は，指導する生徒を志望校に

合格させてあげたいということに集約できると考えら

れる。これは，国公立大学内の併願パターンが，依然

として一般選抜前期日程と異なる大学の一般選抜後期

日程が中心であることからもわかる。調査結果では勧

め度の肯定率が国公立大学全体で 84.9％，香川大学

では 69.1％とそれぞれ最も多い併願パターンとなっ

た。併願指導は，合格の可能性を高めるために行われ

ているといえるだろう。

従って，大学側から見た場合，今回の調査で 40％
程度の肯定率となった一般選抜前期日程と推薦・総合

Ⅱ型の併願パターンを軸としながら，併願パターンの

勧め度において「どちらともいえない」の回答割合が

高かった点や，各高校に在籍する生徒の学力層に応じ

た併願指導の複線化を踏まえ，個々の高校の状況に応

じた合格の可能性を高める視点からの同一大学内にお

ける併願パターンを提案する広報活動を展開すること

で，今後，現状よりも国立大学の延べ志願者数を増加

できる可能性が示されたと考えられる。 

注 
1）例えば，2018 年度入試において延べ志願者数が最も多かっ

たのは近畿大学で156,225人だったが，実志願者数は31,242
人と受験生１人当たりの平均併願回数は5.00回となっている

（AERA dot， n.d.）。近畿大学では，推薦入試，一般入試，

共通テスト利用方式に加え，共通テストと一般入試を併用し

た方式の入試や各入試の実施日程を複数回化するなど，受験

者が同一大学・学部等を何度も受験できる入試日程が設定さ

れている（近畿大学，2022）。 
2）国立大学協会（2021）は，分離・分割方式について，「先

ず，前期日程の試験を実施し，その合格発表を行い，合格者

に入学手続を行わせ，次に，後期日程の試験の実施とその合

格発表を行い，入学手続を行わせる。この際，前期日程の試

験に合格し，入学手続前期締切日までに入学手続を完了した

者については，後期日程に出願し，受験しても，後期日程の



大学・学部の合格者とはしない。前期日程又は後期日程の試

験に合格し，その入学手続を行わなかった者は，その合格し

た大学・学部への入学を辞退したものとして取り扱う」と説

明している。また，文部科学省（2022）は，「前期日程試験

に合格し入学手続をした者は，後期日程又は中期日程試験を

受験しても合格者とはならない」としている。つまり，分

離・分割方式は，事実上，後期日程受験者は，前期日程での

不合格に限定されるため，併願には制約が発生している。加

えて，後期日程は前期日程の敗者復活戦と考える受験生が多

く，実質的には受験機会が一度になってしまったように思わ

れるという指摘がある（田口ほか，1992）。 
3）国立大学協会（2021）は，学校推薦型選抜，総合型選抜の

双方について，「合格者は，選抜の趣旨からみて当該大学に

入学手続を行い入学するのが当然である」と示していること

から，学校推薦型選抜，総合型選抜と一般選抜の併願には制

約があることがわかる。
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編 集 後 記 

平素より，アドミッションセンターの活動へのご支援・ご協力を賜りありがとうございます。おかげさまで，2022
（令和４）年度のアドミッションセンターの活動記録を年報（第２号）として刊行することができました。 
香川大学アドミッションセンターは，2005（平成 1７）年 4 月に設置されて以来，入試制度の充実と改革

のための調査研究，新しい受験層の獲得に向けた入試広報の展開などさまざまな活動を続けて参りました。昨年
度より私，竹内がアドミッションセンター長に就任させていただきましたが，就任以降，これまでの活動をベースとし
ながらも新たな施策に取り組んで参りました。また，第２号の年報は，アドミッションセンターに関わられている多くの
方々にご覧いただきたく全てのページを公開させていただくことになりました。ご高覧いただければ幸いです。 

2020 年以降の新型コロナウィルス（COVID-19）により，入試に関わる活動も大きな制約を受けましたが，
教職員の皆様のおかげで 2023（令和５）年度大学入学共通テストおよび入学者選抜試験のすべての日程を
終了することができましたことを心よりお礼申し上げます。 
新型コロナが収束し，学生が教育や研究，また，サークル活動等に心行くまで取り組める日が 1 日も早く戻っ

てくることを願うばかりです。 
今後とも本センターにおける取り組みにつきまして，ご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

香川大学アドミッションセンター 
教授 センター長 竹内 正興 
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